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彼は傷つけても、包み／打っ
ても、その御手で癒してくだ
さる。 
 

私は偶像崇拝をする家庭で成長しました。幼い時、学
校が休みになると親と共に山にあるお寺に行ったりし
ました。大人になって会社に通うとき職場で伝道をす
るため来る人々を迫害して、結婚した後は姉と隣の家
に住んでいる人々が恵と真理教会に行こうと福音を伝
えても真剣に聞こうともしなかったです。 
長女が4歳になった時、スワン駅の近くにある親戚の
結婚式に参席して娘を見失ってしまうことがありまし
た。結婚式が終わっていとこの兄たちと娘を探せませ
んでした。目の前が全然見えなくなりました。私も知
らずに神様を探し求めました。“神様、 私が過ちを
犯しました。娘を早く見つけるようにしてください。
イエス様を信じます。”泣きながら娘を探し回りまし
た。メギョ市場のあたりでで娘を見つけました。その
ことがあって恵と真理教会の礼拝に参席して決信しま
した。 
  御言葉と聖霊の恵みで信仰が成長して区域長の職
分も受けました。分譲を受けたマンションに入居して
から引っ越しをしてくる若いママたちを伝道して伝道
賞も受けました。その時、伝道したきれいな新妻たち
が今は区域長で首区域長とまた、福音使役者として献
身したので神様に感謝を捧げます。たまに信仰生活に
怠けようとするときには共に区域礼拝を捧げたことを
思い出して反省します。 
熱心に礼拝中心、伝道中心の生活をすると旦那が嫌な
気持ちを表せました。信仰生活を熱心にしないほうが
良いという旦那を説得するため数日間話しました。
“最初から信仰にあっては互いに干渉しないと言った
のではないのか。なぜ今になって奉仕するのを辞めて
礼拝だけ捧げなさいと言うのは私にとっては死になさ
いと言うことと同じだ。”と断固に話しました。神様
はこのような私の信仰をきれいにご覧になってくださ

って、広い家にに引っ越ししたいと祈ったことに答え
てくださいました。 
しかし、ヨナのように神様の御言葉に不従順して主の
ことをおろそかにしました。信仰生活の手本になった
勧士の勧める話もあまり聞かなかったです。そうする
うちに、産婦人科の検査を受けるため病院に行きまし
たが、卵巣に小さいこぶがあるという話を聞いて追跡
観察をするようになりました。数か月後、こぶが急に
大きくなったのを見ると癌なので手術をしなければな
らないと言われました。担当の医師もクリスチャンで
した。先生は心に傷ついた私に教会の牧師の奥さんも
私のような状態でしたが切に神様に祈ったら奇跡のよ
うにこぶがなくなったという話を聞いてくださいまし
た。 
家に帰って来て教会の牧師の訪問を要請しました。大
教区長の牧師がこられ今の状況を詳しく聞いて聖書の
御言葉で慰めと力を下さり祈ってくださいました。牧
師の訪問を受ける中で聖霊様が決断をするようにして
くださってすぐ、病院に電話して期間を決めて祈りを
してから手術は後回ししました。その日から小さい部
屋で一人で聖書を開いてマルコによる福音書1章1節か
ら黙想しながら、切に神様に祈りました。教会に行っ
て教区長に”祈ってください。卵巣がんだそうです。
“と祈りを願いました。普通より早く教会に行って祈
りを受けてから御言葉の恵みと祈りが答えられる事を
願い求めながら礼拝を捧げました。再び礼拝を捧げる
ように党会長の牧師が癒しと祝福の祈りをするときに
主の手が私の体に臨むような感じがしました。 
マルコによる福音書の16章20節まで御言葉を黙想した
日に病院に行きました。超音波検査を受けながら心か
ら神様に祈りましたが、医師から〝あ！こぶがなくな
りました。”しました。涙を流しながら“神様、感謝
します。感謝します。”と言いながら家に帰って来ま
した。旦那もとても喜んでくれました。 
主がそのようにしるしを見せてくださったにも関わら
ず御言葉に従順出来なかったったです。すると今回は
右の手が痛くなりました。昨年4月でした。整形外課
に行ったら右腕がもう９０％も固くなっていると言わ
れました。腕に注射を受けてリハビリも3回受けまし
たが後ろに回すことが出来なくて挙げることすらでき

なかったです。家に帰って来て切にすべての罪を悔い
改めながらイエス様を思いながら泣きわめいて祈りま
した。パーキンソン病を患っている友達が治るように
祈って、偶像崇拝をするかわいそうな母を救ってくだ
さいと祈りました。主よ。わたしは病院に行きたくな
いです。私の腕を治してください。と祈りながら寝て
しまいました。 
次の朝、旦那が私を見て“あなたが、仰向けになって
ぐっすり寝ていた”と言いました。“そう？そんなこ
とはあり得ないです。”腕を一回り大きく回しました。
信じられないですが力を入れて二回三回回しました。
神様が治してくださいました。““彼は傷つけても、
包み／打っても、その御手で癒してくださる。六度苦
難が襲っても、あなたを救い／七度襲っても／災いが
あなたに触れないようにしてくださる。飢饉の時には
死から／戦いの時には剣から助け出してくださる。あ
なたは、陥れる舌からも守られている。略奪する者が
襲っても／恐怖を抱くことはない。”（ヨブ記５：１
８～２１）ハレルヤ！ 
私を救ってくださってこのように時によって助けて最
後まで助けてくださる主の恵みを考えると私はまだ足
りない子供です。“わたしを強めてくださる方のお陰
で、わたしにはすべてが可能です。”という御言葉を
信じて今日も首区域長と幼稚部の教師の職分を担えて
います。子供達を面倒みると喜びが溢れてかわいらし
いです。土曜日から教える御言葉を読んで黙想して部
署の子供たちのため祈りをして熱心に訪問をすると人
生の中で一番意味があり、感謝する生活を送っていま
す。 
今まで生きて来る間、私が一番よくしたのがイエス様
を信じた事であり、恵と真理教会を仕えたことです。
主が熱心に信仰生活をするように導いてくださって子
供も三人も育てくれました。また、健康で主のことを
するように限りない恵みと愛を与えてくださいました。
旦那も10月についに執事の職分を受ける予定です。神
様の栄光と主の喜びだけを考えて、謙遜で融和な心で
神様を畏れ主を愛する生活をします。神様にすべての
栄光を捧げます。 

 

 

 

 

＂ ...イエスは彼らの信仰を見て，中風の者に，

「子よ，あなたの罪はゆるされた」と言われた

＂（マカによる福音書 2:1～5） 

 

イエス様が巡回旅行を終えられ活動の本拠地であるカ

ペナウムに帰られてある家に入ると、その噂が全村里

に広がり人々が押しかって来てイエス様が折られる家

の庭まで立錐の余地がなくなりました。その時、中風

病者が寝た床を担ってくる人々が現れました。彼らが

イエス様がおられる家に到達した時は既に人々が家の

内外を満ちた後なのでイエス様の前に進むことができ

ませんでした。しかし驚くべきなことは彼らが見せた

反応です。急いで来られなかったことを後悔したり、

人々の不人情に対して不平したりしませんでした。諦

めて帰りませんでした。互いに議論した後に奇想天外

な行動を敢行しました。 

中風病者が寝ている床を屋根の上に運搬してイエス様

がおられる所を見積もって屋根を取り外して中風病者

が寝ている床の四つの角に綱を固く結び下の方に下ろ

し始めました。とうとう床が部屋の床に下ろされまし

た。人々はイエス様が責められると考えたでしょう。

しかしイエス様は彼らが予想できなかったことを言わ

れました。＂子よ，あなたの罪はゆるされた＂、＂あ

なたに命じる。起きよ、床を取りあげて家に帰れ＂。

中風病者が直ちに起きて彼が今まで寝ていた床を持っ

て歩いていきました。ここに登場する中風病者と彼が

寝た床を担ってきた人々は相当な模範を残しました。

彼らから私達が見習うべき点を調べてみましょう。 

第一は、彼らの信仰です。 

＂イエス様が彼らの信仰を見られた＂と記録されたこ

とを見ると彼らが単に、中風病者の家の下人として床

を担ってきた者達ではないことが明らかです。彼らは

イエス様が言われる御言葉を聞いて信仰を持つように

なったのです。＂信仰は聞くことによるのであり，聞

くことはキリストの 言葉から来るのである＂としま

した。中風病者とその病者が寝られた床を担ってきた

人々はイエス様に対する知識を得て、その知識による

信仰を持つようになった者達でした。 

第二は、彼らの行動です。 

彼らは偉大な治療者でおられるイエス様に行きました。

障害を託たず、どのようにして障害を克服するかを考

えました。生動する信仰は障害物を克服する行動をす

るように作用します。障害物は却って彼らの信仰を目

立つようにすることになりました。彼らはイエス様の

前に行きさえすれば、必ず治療されるという確信があ

ったので他人の家の屋根を取り外しました。家の主人

が要求する被害補償をする覚悟でしました。イエス様

が怒られたり家の外に出られずに、彼の無礼を愛で受

け入れてくださり中風病者を癒してくださることを確

信しました。イエス様は彼らの心の中にある信仰と行

動として現れた信仰を全て見られました。 

第三は、彼らの心合わせと協同です。 

中風病者がイエス様の前に進むには誰かの助けが必要

です。一両人では中風病者が寝ている床を運搬しがた

いです。四人が床を担ってイエス様がおられる家に到

着してみたら、先に来た人々によってこじ開けて入る

間がありませんでした。万が一、その四人の中で一人

が＂到底無理だ、帰りましょう。＂と固執したなら帰

ってしまったでしょう。意見の一致を見るということ

は決して容易くないが彼らは誰も反対意見を言わず一

心同体になって動きました。中風病者も四人に自分を

完全に任せました。彼らは信仰が一致して床を担って

くること、屋根の上に上ること、屋根を取り外すこと、

床を下ろすことに一致しました。驚くべきな心合わせ

と協同です。 

問題が生じると集まってお祈りすべきです。家庭で、

区域でお祈りすることに心を合わせて協同すべきです。

教会的な重大事や国家的な重大事に直面した時に聖徒

達が集まってお祈りすべきです。信仰を持った聖徒達

が集まってお祈りすると信仰が大きく増進されます。

そして神様が権能の手を伸ばしてくださいます。イエ

ス様は一つの心と一つの思いで協同して働き、お祈り

をする聖徒達のために権能の手を伸ばして手伝ってく

ださいます。 

 
 
 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」 

 

[証]     

[信仰コラム]               床を担ってきた人々の模範 
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これから約 2600 年前のイスラエルの民は、神

の御言葉に不従順したので道徳的に腐敗して偶

像崇拝に陥りました。その当時、預言者エレミ

ヤが神の裁きを警告し、悔い改めを促したが、

無駄にありませんでした。それゆえ、最終的に

ユダはバビロンの王ネブカデネザルの三回にわ

たる攻撃を受けて焦土され、民はバビロンに捕

虜になって連れて行かれました。バビロンに連

行されたイスラエルの民の中に預言者エゼキエ

ルがありました。エゼキエルはバビロンに捕え

られて行ったユダヤ人に預言の言葉を宣言しま

した。彼の予言は、比喩、象徴、しるしを使用

して、神のメッセージを劇的に伝達しました。 

今日の本文の言葉は、エゼキエルが祈りの中で

神が示された驚くべき幻を記録したものです。

この幻想には二つのメッセージが込められてい

ます。一つは、聖殿から流れ出た水の深さの変

化で、私たちの信仰生活の段階と深さを比較し

てみるものであり、他の一つは、聖殿から流れ

出て川になってどんどん流れたその水の実体と

その川の能力に関するものです。 

 

 

第一は、聖殿から流れ出た水がどんど
ん深め間の深さの変化で信仰生活の段
階と深さを比較してみましょう。 
 

エゼキエルが見た幻は、神の聖殿から 水の 宮

の 敷居の 下から， 東の 方へ 流れていた． 

宮は 東に 面し， その 水は， 下から 出て， 

祭壇の 南にある 宮の 敷居の 南の 端から， 

流れ 下っていた． 天使が 手に 測りなわを

もって  一千  キュビト  を  測り，  わたしを 

渡らせた． すると 水はくるぶしに 達した． 

後エゼキエルにその水を渡らせたが、  彼がま

た 一千 キュビト を  測って， わたしを 渡

らせると，  水はひざに 達した．  彼がまた 

一千 キュビト を 測って， わたしを 渡らせ

ると，  水は  腰に  達した．  彼がまた  一千 

キュビト を 測ると， 渡り 得ないほどの 川

になり，  水は  深くなって，  泳げるほどの 

水， 越え 得ないほどの 川になった． これ

らの場面は、聖徒たちの信仰生活の深さが、い

ろいろのことを意味します 

初めて天使が一千 キュビト を 測った後、エ

ゼキエルが、その水を渡ってみると、水がくる

ぶしになったとしている。これは聖徒の信仰状

態が聖霊にくるぶしに取れたことを意味します。

聖霊様にくるぶしにとられた人は、人生の方向

に大きな変化が起こります。世に向かっていた

足が教会に向けます。地獄に向かっていた足が

天に向かって行きます。聖徒の皆さんは、皆が

悔い改めた人々です。あなたの人生の方向を変

えて、神を礼拝する人生を生き、教会と天国へ

の生活をすることは珍しいで美しいです。しか

し、これは信仰生活の基本にすぎないので、こ

こではそれ以上の前進がなければなりません。 

天使は一千 キュビトをもう測りした後、エゼ

キエルに水を渡らせた。今回は水がひざまで達

したと言いました。聖書には、神を恐れる者、

神を切に祈るときに膝をついて祈る場面がたく

さんあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

使徒行伝には、使徒パウロがひざまずいて祈る

場面が記録されています。パウロが三次伝道旅

行を終えて、エルサレムに行く途中ミレー島に

立ち寄りました。ここで人をエフェソスに送っ

て長老たちを招待し、それらに遺言と変わらな

い言葉を残して、彼らと一緒にひざまずいて祈

りました。（行 20:36）水が膝に達したのは、

祈りの生活を意味します。聖書は言われます。 

「  求めよ， そうすれば， あたえられるであ

ろう」（マタイ  7： 7）、「 あなたがたはわ

たしに 呼ばわり， 來て， わたしに 祈る． 

わたしはあなたがたの 祈を 聞く． あなたが

たはわたしを 尋ね 求めて， わたしに 会う． 

もしあなたがたが 一心にわたしを 尋ね 求め

るならば， わたしはあなたがたに 会うと 主

は 言われる」（ エレミヤ書 29：12,13）祈り

を喜び、力を尽くして祈りなさい。しかし、さ

らに深い信仰生活のためには、もう  前進がな

ければなりません。 

天使が再び 一千 キュビトを測って， わたし

を 渡らせると， 水は 腰に 達した。 腰は人

が活動して仕事するのに非常に重要な役割を果

たします。それゆえ、水が腰になったのは、奉

仕して献身する生活を意味します。聖徒たちの

ために奉仕して福音を伝えるために献身するこ

とを楽しみとする人は、信仰生活がかなりの深

さに達した人です。 コリント人への第一の手

紙 15 章では、「 だから， 愛する 兄弟たち

よ． 堅く 立って 動かされず， いつも 全力

を 注いで 主のわざに 勵みなさい． 主にあ

っては， あなたがたの 勞苦がむだになること

はないと， あなたがたは 知っているからであ

る」（コリント人への第一の手紙 15:58）と記

録された。そして、私たちは、主の日に時間と

富と体を掛け献身することに満足してはいけま

せん。ここで、もう 前進がなければなりませ

ん。 

天使が再び  一千 キュビト を 測ると， 渡

り 得ないほどの 川になり， 水は 深くなっ

て， 泳げるほどの 水， 越え 得ないほどの 

川になった。泳ぎをする川は主に完全に任せる

生活を意味します。使徒パウロは言った、「生

きているのは， もはや，  わたしではない． 

キリスト が， わたしのうちに 生きておられ

るのである． しかし， わたしがいま 肉にあ

って 生きているのは， わたしを 愛し， わ

たしのためにご 自身をささげられた 神の 御

子を 信じる 信仰によって， 生きているので

ある」（ガラテヤ人への手紙 2:20）しました。

信仰生活の深さは、足首から膝に、膝から腰に

進展した状態にまで至ってあります。聖徒の皆

さんは、すべて 四千 キュビト 信仰の状態に

至って徹底的に主を信頼し、主にゆだねて生き

なさい。 

 

 

第二には、聖殿から流れた水が川にな
ってどんどんに流れたその水の実体と
その川の能力について説明します。 
 

聖殿から流れ出た水は、最終的に川になりまし

た。この聖殿と川の水が何を意味するのか説明

します。川の水が流れる所にすべてが治療され

て生き返り豊かになりました。これらの川の水

が始った聖殿は何を象徴したのでしょうか？あ

る日、イエスは聖殿に入ってきましたが、聖殿

の中が、牛や羊、鳩の売る者とお金を変える者

によって 市場のようになっていることを見ま

した。イエスがひもでむちを作って 羊 や牛を

すべて追い出してお金を変える人々のお金を注

ぎ散らして机をこぼし厳しく叱リました。この

光景を見て、ユダヤ人たちが「あなた、このよ

うなことをしたら、私たちに何のしるしを見え

だろうか」しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエスは答えては「あなたがこの聖殿を破る私

が三日の間に起こしであろう。」しました。イ

エスの弟子たちも、その当時は分からなかった

が、イエスが十字架につけられ死なれ、三日目

に復活された後に、イエスが言われた聖殿が 

すなわちイエスの自分自身を言うことを知りま

した。聖書に記録されるたのを「イエス は 自

分のからだである  神殿のことを  言われたの

である、それで， イエス が 死人の 中から

よ み が え っ た と き ，  弟 子 た ち は  イ エ スが 

こう 言われたことを 思い 出して， 聖書と 

イエス  のこの  言葉とを  信じた」（ヨハネ

2： 21,22）しました。本文に「これはその 水

が 聖所から 流れ 出るからである． その 実

は 食用に 供せられ， その 葉は 藥となる 」

（エゼキエル書 47:12）としました。聖所は言

うまでもなく、イエス・キリストを意味します。 

聖殿から流れた川を成し遂げた水は、治療して

繁栄させ、生き返らせました。それでは、川は

何を意味するのでしょうか？水は、キリストの

言葉を象徴しています。エペソ人への手紙 5

章 26 節には「キリスト がそうなさったのは， 

水で 洗うことにより， 言葉によって， 敎會

をきよめて 聖なるものとするためであり」と

記録された。また、水は、キリストの霊、聖霊

を象徴します。イエスが言われた  「わたしを 

信じる  者は，  聖書に  書いてあるとおり， 

その  腹から  生ける  水が  川となって  流れ 

出るであろう」．これは， イエス を  信じる 

人々が 受けようとしている 御靈を指して 言

われたのである． すなわち， イエス はまだ 

榮光を 受けておられなかったので，  御靈が

まだ 下っていなかったのである」（ヨハネに

よる福音書 7：38,3９）しました。したがって、

イエスの御言葉と聖霊が私たちに注がれるとき、

私たちの魂に 生ける 水  の川が流れるように

なって蘇生し、繁栄させていることです.「 彼

はわたしに 言った， 「この 水は 東の 境に 

流れて 行き， アラバ に  落ち 下り， その 

水が， よどんだ 海にはいると， それは 淸

くなる．」（エゼキエル 47：8）と言われまし

た。ここで言う海は死海を指します。死海は塩

分の濃度が極めて高く、魚が住んでいません。

ところが聖所から流れ出た水が死海に入ると死

海の塩水が淡水ようになって、すべての生き物

が住んで各種の魚が多くなりました。このよう

に御言葉と聖霊は、治療の能力を示します。ま

た、「川のかたわら，  その  岸のこなたかな

たに， 食物となる 各種の 木が 育つ． その 

葉は 枯れず， その 実は 絶えず， 月ごとに 

新しい 実がなる． これはその 水が 聖所か

ら 流れ 出るからである． その 実は 食用に 

供せられ， その 葉は 藥となる 」（エゼキ

エル 47:12）しました。イエスの言葉とキリス

トの霊、聖霊は命を得て繁栄させます。したが

って、我々は、すべてのことに、神の言葉にふ

さわしく行って聖霊様の導きと助けを求めなが

ら生きていかなければなりません。 

今日も、主なる神は、私たちが天国に向かう生

活をするように足首を握りられます。祈りの生

活をするように膝を握りられます。奉仕して献

身する生活をするように腰を付け握りられます 

完全に主に任せる生活をするように導いてくだ

さいます。そして御言葉と聖霊に満たさせてい

ただき、自分の隣人が治療されて蘇生させられ、

繁栄している信じられないほどの恵を施してく

ださいます。 

 

聖徒の皆さんは、キリストの言葉とキリストの

霊、聖霊に満たされて人生を生きることを切に

慕って求めてください。私たちの生のすべての

問題を解決する答えがここにあります。あなた

は四千キュビトの深さに進んで聖徒にならば、

常に御言葉と聖霊に満たされて  命を得てより

豊かに得る聖徒になりますように願います。. 
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エゼキエルが見た幻の意味 

 


